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見よう」 と 猿が いいました。 みんな は大 へん 喜び まし 

た。 夜の 空に 星 を ふりまく ようにば あ つ とひろ がる 花 

火 を 眼に 浮べて みんな は うっとり しました。 

さて 夜に なりました。 みんな は 胸 を おどらせて 山の 

頂上に やって 行きました。 猿 はもう 赤い 蠟燭を 木の 枝 

に くくりつけて みんなの 来る の を 待って いました。 

いよいよ これから 花火 を 打 上げる ことにな りました _ 

しかし 困った ことが 出来ました。 と 申します の は、 誰 

も 花火に 火 をつ けようと しなかった からです。 みんな 

花火 を 見る こと は 好きで したが 火 をつ けに いくこと は 

好きでなかった のであります。 
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